
 

 

 

 

 

【論説】 

アベノミクスは人びとの生活を破壊する 

 

2013 年 1月 25日 緑の党 運営委員会 

 

 安倍政権は、アベノミクスと呼ばれるデフレ脱却・経済再生の政策を華々しく打ち出して

きています。この政策は(1)公共事業（「機動的な財政出動」）、(2)大胆な金融緩和、(3)成長戦

略 の「3本の矢」から成り、その第 1弾として緊急経済対策が決定されました。 

 

 緊急経済対策は、補正予算案として国が 10．3兆円（基礎年金の国庫負担分を含めると 13.1

兆円）を出し、自治体なども合わせた事業費が 20兆円に上るという大がかりなものです。そ

の中心は 4.7兆円を費やす公共事業です。「防災・減災」のために老朽化した道路や橋の改修

に取り組むとしていますが、必要性に疑問のあるものなどが含まれ、従来型の公共事業の全

面的な復活が目論まれています。また、緊急経済対策には「成長による富の創出」や「暮ら

しの安心」のための支出も含まれていますが、後者には自衛隊の装備強化まで入っています。 

 安倍政権は、公共事業中心の財政出動が民間の投資や雇用の増加に波及し、景気回復をも

たらすとしています。しかし、バブル崩壊後の 90年代にも採られたこの手法は、まったく効

果がなく巨額の借金だけを積み残しました。今回も、主たる財源を 7.8 兆円の国債発行に求

めており、そのため本年度の国債発行額は 52兆円にまで増え、すでに 1000兆円に達してい

る政府債務はますます膨らみます。それによって長期金利が上昇し、国債の利払い額が雪だ

るま式に増える危険があります。 

 

安倍政権は、財政出動と同時に無制限の金融緩和※を進めるために、日銀と政策協定を結び、

日銀に２％の物価上昇率目標（インフレ・ターゲット）を定めて無制限の資金供給を行なう

ように強要しました。しかし、すでに日銀による金融緩和は十分すぎるほど行なわれていま

すが、企業や個人による資金需要が低調なため、金融機関の手元に大量の資金が滞留してい

ます。安倍政権の狙いは、政府が増発する国債を金融機関がいったん購入し、それを日銀に

全額買い取らせることによって財政赤字を穴埋めさせるということにあります。これは、日

銀が戦時中に国債を直接引き受けたのと同様で、財政赤字の膨張に対する歯止めは失われま

す。 

 

 安倍政権のブレーンたちは、日銀の無制限の資金供給や大胆な金融緩和によるインフレの

進行が予想されると、企業は投資のための借入を増やし、個人はモノを早めに買おうとする

から経済が活性化し景気が回復すると説いています。しかし、この 20年間で日本の物価上昇

率が 2％を越えたのは、消費税を 5％に引き上げた 97年と食料品やガソリンの値段が急騰し

た 08年だけです。金融緩和に伴う円安の進行は、自動車や電機部門の企業の輸出を伸ばしそ

の株価を上昇させますが、やがて燃料など輸入価格の上昇を引き起こします。インフレが人

びとにもたらすのは、食料品や燃料の値上がりと消費増税分の価格への転化だけであり、け

っして給料が上がったり生活が楽になったりするわけではありません。それは、2000年代に

入って、企業利益が好調な時期にあっても働く人々の所得はむしろ低下していた事実を見れ

ば明らかです。 

 



 

 安倍政権は、アベノミクスが景気を回復させて実質ＧＤＰを２％押し上げ、60万人の雇用

を創出すると豪語しています。しかし、すでに経済成長の条件の時代は終わり、仮に一時的

に経済成長しても、増えるのは低賃金の非正規雇用と正社員の長時間労働だけなのです。ま

た、「借金を増やさずに社会保障を拡充するために消費税率を引き上げる」と言いながら、国

債増発で借金を増やし、社会保障は拡充どころか削減しようとしていることも批判されるべ

きです。 

 いま求められている経済政策は、従来型の公共事業の復活でも国債増発を支える金融緩和

でもありません。私たちは、質の良い雇用と仕事を再生可能エネルギー、農業と食、医療・

介護・子育ての分野で創り出し、地域のなかでモノと仕事と資金が回る循環型経済をめざし

ます。 

 

※金融緩和：①金利の引き下げや ②民間の金融機関から国債などを日銀が買い取ることによ

って、市場に回る通貨を増やすこと。現在、金利はゼロに近く、①は限界に達しており、②

の施策が取られようとしている。 
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